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関 ｛系
法 律
o 通貨 の単位 及 び貨幣 の発行等に 関する 法
律 （42) 6 ・ 1
（注 ） 通貨 （貨幣及 び銀 行券 ） の額面価格 の単位 は
円 と し ， そ の額面価格はl円 の整数倍 と する
と と もに ， 1 円未満 の 金額 の 計算単位 は銭
（円 の1 00分 の 1 ） 及 び厘 （銭 の1 0分 の 1 ） と
する 等定め ら れ た。
0建築基準 法の一部 を 改正する 法律 （ 66) 6 ・ 5
（注 ） 木造建築物に 係る 高 き制限 の合 理化及 び防火
壁設置 義務 の合 理化 が行わ れ た 。
0 昭和62年度に おける 国 家公 務 員 等共済 組
合 法年 金 の額 の 改定 の 特例に 関する 法律
( 67) 6 ・ 5
（注 ） 厚生 年金及 び 国民年 金に お ける措置に ならい ，
国 家公務員 等共済 組合 法の年金について ， 消
費 者物価 指数の比率 を基準 と して， 年金の額
を 改定するこ と と し た 。
0 勤労者財産形 成促進法の一 部 を 改正する
法律 （ 75) 6 . 1 2  
法
報
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（注 ） 勤労者財産形 成持 家個 人融資 の貸付限 度額色
現 行 の 勤労 者財産形 成貯蓄 等の 5倍に 相 当す
る額 か ら ， 10倍に 相 当する額 の範囲内 の一 定
の額に引 き上げるこ と と し た。
政 令
。 国家公務 員 等共済 組合 法の年金の額 の 改
定に 関する政令 （ 199) 6 ・ 5
省 令
0 支出官 事務規程 の一 部 を 改正する 省令
（ 大蔵 33) 6 ・ 26
0 国 立 の学校に お ける 授業科そ の他 の費 用
に 関する 省令 の 一 部 を 改正する省令 （ 文
音� 23) 6 ・ 26
規 則
0 人事院規則 17- 0 （ 管理職員 等 の範囲 ）
の一部 を 改正する 人事院規則 （ 人事 院1 7
- 0- 9 )  6 ・ 30
官斤報告
国家試験
0昭和62年度 国 家公 務 員採用II 種試験公告 6・1 7
学 内 規 則
富山大学学長選考規則の制定
富 山 大学学長選考規則 を 次の と お り 制 定する 。
昭和62年 6 月 26 日
富 山 大学長 大 井 信 一
富山大学学長選考規則
（趣 旨 ）
第 1 条 富 山 大学学長候 補 者 （ 以下「 学長候 補者」 と
い う 。） の 選 考 は ， 教育公 務 員 特例 法 第 4条の規 定に
基づ き， こ の規則 の 定める ところに よる 。
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（ 選考 の機関 ）
第 2条 学長候 補 者 の 選考 は ， 富 山 大学評議会 （ 以下
「 評議会」 と い う 。） が行 う 。
（ 選考 の時 期 ）
第 3条 評議会 は， 次 の各 号のーに該 当する 場合に 学
長候 補者の選考 を 行 う 。
( 1 ) 学長の任期 が満了 する と き 。
( 2) 学長が辞 任 を申 し出 た と き 。
( 3) 学長が欠 員 と な っ た と き 。
2 学長候 補 者 の選考 は ， 前項 第 1 号に該 当 する 場合
は 任期満了 の 日 の 1 カ 月 以 前に ， 同項 第 2 号又 は 第
3 号に該 当 する 場合 は速や かに 行 う も の と する 。
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（ 学長候 補 者 の資格 ）
品拍手
第 4条 学長候 補 者 は ， 人格 が高潔でい 学識 が優れ ， か
つ ， 教育行政 に 関 し識 見 を有する 者で なけれ ば な ら
な い 。
（ 選 考 の 方 法 ）
第 5条 評議会 は ， 学長候 補 者 を 選考する ため選挙 を
イ丁7 。
2 学長候 補者 の選挙 は ， 予備選挙及 び本選挙 とする 。
3 選挙 は ， 選挙資格 者 の 3 分の 2 以上 の投票 が な け
れば成立 し な い 。
（推薦資格者及 び選挙資格 者 ）
第 6条 学長候 補者 の 選 考 に 係る推薦資格者及 び選挙
資格 者 は ， 学長選挙 の公示 の 日 （ 以下 「公示 日 」 と
い う 。） に富山大 学 （ 以下 「 本学」 と い う 。） に在職す
る 専 任 の教授， 助 教授， 講師及 び助手 （ 以下 「 専 任
教官」 と い う 。） とする 。 た だ し ， 公示 日 に お い て ，
海外渡航 中 の 者及び‘休職 中 の 者 を 除 く 。
2 前項 の規 定 に か か わ ら ず ， 公示 日 以後選挙 の日 ま
でに 本学の専任教官 の身 分 を得 た 者， 海 外渡航 か ら
帰国 し た 者及 び復職 し た 者 は 選挙資格 を得る 。
3 第 1項 の規 定 に か か わ らず， 選挙 の 日 に お い て ，
本学の専任 教官 の身 分 を有 し な い 者， 海 外渡航 中 の
者及 び休職 中 の 者 は 選挙資格 を失 う 。
（ 選挙 管理委 員 会 ）
第 7条 評議会 は ， 学長候 補 者 の 選考 に 関する 事務 を
管理する た め ， 富 山大 学学長候 補者 選挙 管理委員 会
（ 以下 「 管理委 員 会J と い う 。） を置 く 。
2 管理委 員 会 は ， 各学部及 び教養部か ら 選出 され た
専任教官 各 1 名 の委 員 をも っ て 組織する 。
3 管理委員 会 に委 員 長 を置 き ， 委 員長 は 委 員 の互 選
に よ る 。
4 委 員 長 は ， 管理委員 会 を招 集 し ， そ の 議長と なる。
ただ し ， 委 員 長 に 事故 が ある と き は ， 委 員 長 が あ ら
か じめ指名 し た 委 員 がそ の職務 を行 う 。
5 委 員 は ， 第1 0条 第 2項 に規 定する 予備選挙候 補 者
と な っ た と き及 び選挙資格 者で な く な っ た と き は ，
委 員 の職 を退 く も の とする 。
6 委 員 が欠 員 と な っ た と き は ， 当該学部又 は 教養部
か ら 補充する 。
7 管理委 員 会 は ， 第 1 8条 の規 定に よ り 学長候 補者が
決 定 し た と き 解散する 。
（ 選挙 の公示 ）
第 8条 管理委 員 会 は ， 評議会の議に基づ き ， 選挙 を
行 う 期 日 等 を公示する。
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（ 選挙資格 者名簿 の作成 ）
第 9条 管理委 員 会 は ， 公示 日 に お い て 選挙資格 者 を
確認 の 上， そ の 名簿 を 作成する 。
2 管理委 員 会は ， 前項 に 定める 選挙資格 者名簿 を 選
挙資格 者の縦覧 に供 さ なけれ ば な ら な い 。
（ 学長候 補適 任者の推 薦 ）
第 10条 推薦資格 者は ， 学長候 補 者 と し て適任で ある
者 （ 以下 「学長候 補適任者」 と いう。） 1名 を 管理委
員 会 に推薦するこ と がで き る 。
2 管理委 員 会 は ， 前項 に よ り 推 薦 され た 学長候 補適
任者 を 確認 の上 ， 予備選挙候 補 者 と する 。
3 管理委員 会 は ， 学長候 補適任 者 を推薦 し た 者 の氏
名 を公 表 し な い 。
（ 予備選挙候 補 者 の公示 ）
第1 1条 管理委 員 会は ， 前条 第 2項 に規 定する 予備選
挙候 補者の学歴及 び職歴 等 を 記載 し た予 備選挙候 補
者名簿 を ， 事務 局， 学生 部， 各学部， 教養部， 附属
図書 館， トリ チ ウ ム科学 セ ンター， 地 域共 同 研究セ
ンター及 び保健管理セ ンター （以下 「各 部 局 」 と い
う 。） に公示する 。
（ 予備選挙 ）
第 1 2条 予備選挙 は ， 予備選挙候 補者につ い て単 記無
記名 に よ り 投票 を行 い ， 有効投票 数の5パー セ ン ト
以上の得票 者 を 本選挙候 補 者 と する 。 ただ し， 予備
選挙候 補者が 3 名 以下 の場合に は 予備選挙 を 行わ ず，
そ の者 を 本選挙候補者 と する 。
（ 本選挙候 補 者の経歴書 ）
第1 3条 管理委員 会 は ， 本選挙候 補者の学歴及 び職歴
等 を 記載 し た 経歴 書 を 作成 し て 選挙資格 者に 配付す
る 。
（ 本選挙 ）
第 14条 本選挙 は， 本選挙候 補 者 につ い て単 記無記名
に よ り 投票 を行 い ， 有効投票 の過半 数 の票 を得 た 者
を 学長候 補 当 選 者 と する 。
2 前項 の投票 に お い て， 有効投票 の過半 数の票 を得
た 者 が な い と き は ， 得票上位 の 3名 （末位 に得票 数
の 同 じ 者 がある と き は ， そ の 者 を加える 。） につ い て，
さ ら に単 記無 記名 に よ り 投票 を行 い， 有効投票 の過
半数の票 を得 た 者 を 学長候 補 当選者 と する 。
3 前項 の投票 に お い て ， 有効投票 の過半 数の票 を得
た 者が な い と き は ， 得票上位 の 2名 （末位 に得票 数
の 同 じ 者 がある と き は ， 得票上位 の2名 が決 定する
ま で ， 同項 の投票 を繰 り 返 し行 う 。） につ い て単 記無
記名 に よ り 投票 を 行い， 有効投票 の過半 数の票 を得
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た 者 を 学長候 補 当選 者 とする。 ただ し ， 得票 が 同 数
で ある と き は ， 評議会が学長候 補 当選 者 を決 定する。
（不在 者投票 ）
第15条 選挙資格 者で＼ 予備選挙 及 び本選挙 の 第 l回
自 の投票に お い て ， 公 務上止む を得 な い 事由に よ り ，
選挙 の 当 日に投票するこ と がで き な い者 は ， 不在 者
投票 を行 う こ と がで き る。
2 前項 の投票 は ， 管理委 員 会が指定する 期 日 及 び場
所に お い て行 う も の とする。
（ 立会人 ）
第 1 6条 投票 立会人 及 び開票 立会人 は ， 管理委 員 会委
員 の う ち から選出する。
（得票数 の公開 ）
第1 7条 管理委員 会 は ， 予備選挙 及 び本選挙 の結果 を
投票所 及 び各 部局に公示する。 ただ し ， 予備選挙に
お いて ， 得票 が有効投票 数の5 パー セ ン ト未満 の 者
は公示 し な い。
（ 学長候 補者の決 定 ）
第 1 8条 評議会は， 学長候 補 当選 者から学長就 任 の承
諾 を得 た と き は ， そ の 者 を 学長候 補 者に決定 し ， 学
長に 報告する。
（ 再選 考 ）
第四条 評議会は， 学長候 補 当選 者 が辞退 し た と き又
は 学長候 補 者 が止む を得 な い 事由に より欠け た と き
は ， 速や かに再選 考 を行 う 。
（ 学長 の 任期 ）
第 20条 学 長 の 任期 は 4 年 と し ， 再任 を妨げ な い。 た
だ し ， 引 き 続 き 6 年 を超える こ と がで き な い。
（細則 等 ）
第 21条 こ の規則 の実施に 関 し必要な細則 は ， 評議会
が別に 定める。
2 学長候 補 者選 考 の実 施に 関 し疑 義がある と き は ，
評議会が決定する。
附 則
1 こ の規則 は ， 昭和62年 6 月 26 日 から施行する。
2 こ の規則 施行 の 際， 現に 学長の職に ある 者 は ， 、
の規則に よ り 選 考 さ れ たも の と み なし そ の任期に
つ い て は ， そ の者が学長 と な っ た 日 から起算する。
3 富 山 大学学長選 考基準 （ 昭和 28年5 月 25 日制 定 ）
は ， 廃止する。
砂富山 大学学長選 考規則 の制 定理由
学長候 補 者の選 考につ い て 抜本 改正する ため， 現行
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学長選 考基準 を廃止 し て ， 新 たに 学長選 考規則 を 定め
る。
富山大学学長選考実施細則の制定
富 山 大学学長選 考実施細則 を 次 の と おり制 定する。
昭和62年 6 月 26 日
富山 大学長 大井 信一
富山大学学長選考実施細則
（趣 旨 ）
第 1 条 こ の細則 は ， 富 山 大学 学長選 考規 則 （ 以下
「規則 」 と い う。 ） 第 21条 第 1 項 の規 定に基づ き ， 学
長候補者の推薦 及 び選挙 の実施に 関 し必要 な 事項 を
定めるも の と する。
（公 示 ）
第 2条 規則 第 8条 の規定に よる公示 の事項 は ， 次の
各 号の と お り と する。
(1 )  学長選 考 の 理由
( 2) 学長候 補適 任者 推 薦 の 期限
( 3) 予備選挙 及 び本選挙 の 日時 及 び場所
(4 ) 不在 者投票に 関する 事項
(5) 選挙資格 者名簿 の縦覧 の 期 間 及 び場所
2 前項 の公示 の場所は ， 事務局， 学生 部， 各 学部，
教養部， 附 属 図書 館 ， ト リ チ ウ ム 科学セ ンター， 地
域 共 同研 究 セ ンター 及 び保健管理セ ンター と する。
（選挙資格 者名簿 ）
第 3条 規則 第 9条 の規 定に よ る選挙資格 者名簿 は ，
様式 第 1 の と おり と し ， 各 学部， 教 養部， ト リ チ ウ
ム 科学セ ンタ一 ， 地 域 共同研究セ ンター 及ぴ保健管
理 セ ンター 別に五十音順に 作成する。
2 選挙資格 者 は ， 選挙資格 者名簿に脱漏又 は誤載 が
ある と 認め た と き は ， 縦覧 期 間内に 管理委 員 会に 訂
正 を申 し出る こ と がで き る。
（ 推薦書 ）
第 4条 規則 第 1 0条 第 1 項 の規 定に よ る 学長候補適 任
者推薦書 は ， 様式第 2 の と お り とする。
2 前項 の 推 薦書 の用紙 は ， 庶 務 課 及 び各 学部 ・ 教養
部 の庶務係に お い て ， 推薦資格 者に 交付する。
3 管理委 員 会 は ， 推薦書 の記載 事項に明らか な誤 り
が ある と き は ， こ れ を 訂正する こ と がで き る。
（ 予備選挙候補 者名簿 ）
第5条 規則 第 1 1条 の規 定に よる 予備選挙候補 者名簿
昭和62年7月1日発行 学
は ， 様式 第 3 の と お り と し ， 五十音順 に作 成する 。
（本 選挙候 補者の経歴 書）
第 6条 規則 第1 3条の規 定 に よる 本選挙候 補者の経歴
書は， 様式 第 4 の と お り と し ， 五十音)II員 に 作成する 。
（投票 用紙 ）
第 7条 予備選挙及び本 選挙 の投票 用紙 は ， 様式 第 5
の と お り とし， 投票所 に お いて 交付 する 。
（投票 所）
第 8条 予備選挙 及 び本選挙 の投票 所 は ， それぞれ 1
箇所 と する 。
（ 無効投票 ）
第 9条 次 に掲げる投票 は ， 無効 と する。
( 1 ) 所 定 の投票 用紙 を 用 い な い も の
(2) 2 名 以上 の氏名 を記載 し た も の
(3 ）候 補 者 で な い 者 の氏名 を記載 し た も の
(4 ) 氏名 以 外の事項 を 記載 し た も の （ 所属， 官 職名
又 は敬称 のまJi を 記載し た も の を 除 く 。）
(5) 記載 した氏名 を確認 し 難 い も の
(6) 白票
2 投票 の有効・ 無効 の判 定 は ， 管理委 員 会が行 う 。
（開 票 ）
様式 第 1
選 挙資格者 名簿
富山大学
I'll＼局1'. ( 
号番 職 名 氏 名 摘 要
報 第284号
第 10条 開票 は， 投票 所 に お いて， 投票終了後 直 ち に
行 つ 。
（ 選挙記 録）
第 1 1条 管 理委 員 会 は ， 選挙管 理事務が終了し た とき ，
選挙 記録 を 作成 し 評議会 に提出 し なけ れば な ら な い。
（ 庶 務）
第 12条 管 理委員 会 に 関 する庶務は， 庶務課に おいて
処理する 。
（雑 則 ）
第 13条 こ の細則 に 定める も の の ほ か， 実施に 関 し必
要 な 事項 は ， 管 理委 員 会が 定める 。
附 則
1 こ の細則 は ， 昭和62年 6 月 26 日 か ら 施行 する。
2 富山大 学学長選考基準細則 （ 昭和28年1 0 月 2 日制
定） は ， 廃止 する。
砂 富 山大 学学長選 考実施細則 の制 定理由
富 山大 学学長選考規則 に基づ き ， 学長候 補者の推薦
及 び選挙 の実施 に 関し必要な 事項 を 定める。
様式 第 2
富 山大 学学長候 補 者
選挙管 理委 員 会委員 長 殿
推薦 者
所 属
官 職
氏 名
昭和 年 月 日
i::n 
学長候 補適 任者推薦書の提出 につ いて
こ のこ と につ いて ， 別紙 の者 を 学長候 補適 任者
と して推薦 し ま す。
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品同寺一
学長候補適任者推薦書
ふ
り
が
な
年
月
日生氏 名
現 住 所
現 職
大学 学部 専攻昭和 年 月卒
最終学歴 大学大学院 研究科 専攻
昭和 年 月修了，単位取得退学
学位・称号
専門分野
主な職 歴
様式 第 4
本選挙候補者の経歴書（昭和 年 月 日現在）
富山大学
氏」、 1 )  カ f
名
な
現 1哉
本 籍
現住所
生
年
月
日
年 月 日
（満才）
最 手キ 学 歴
昭和 年 月
職 歴
昭和 年 月
報
様式 第 3
第284号
予備選挙候補者名簿（五十音順）
富山大学
／
氏生
、年
）が
月
名な
日）
現 職 最・称終品号十歴
・品ナ位 専門分野 主な職歴
学 位 称 号
昭和 年 月
専 門 分 野
賞 罰
昭和 年 月
学 会 ・ 社会における活動
昭和 年 月
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昭和62年 7 月 1 日 発 行
様式第 5
学 報 第284号
学 長候 補 者予備選挙投票用紙
表 面 裏 面
候補者氏名
学長候 補 者 本選挙投票用紙
表 面
富山大学学生部入学主幹の設置に伴う
関係規則の整理に伴う規則の改正
富 山大 学学生 部 入学主幹 の 設置に伴う 関係規則 の整
理に閲する規則 を 改正する規則 を 次 の と おり制 定す
る 。
昭和62年 6 月 26 日
富山大 学長 大 井 信一
富山大学学生部入学主幹の設置に伴う関係規則 の
整理に関する規則
（ 富 山大 学文書 処理規則 の一部改正 ）
第 l条 富 山大 学文書処理規則（昭和24年 1 2 月 2 日制
定） の一 部 を 次 の よ うに 改正する 。
裏 面
候補者氏名
第 3条 中「， 主管課」 を「， 主管課又 は 主 幹」に
改める 。
第5条 第 1項 中「各課 」 を「各課 及 び‘主幹」に，
「， 主管課長」 をに 主管課長又 は 主 幹」に 改め，
同条 第 3項 中「 主管課」 を「主管課又 は 主幹」 に 改
める 。
第 14条 中「 主務課長」 を「 主務課長又 は 主幹」に
改める。
第 1 5条 中「 ， 部， 課， 係長名」 をに 部長名 ， 謀
長名， 主 幹名又 は 係 長名」に 改める 。
第20条 第 2 号 中「又 は厚生 課」 を「 ， 厚生 課又 は
入学主幹Jに 改め， 同条 第 4 号 を 次の よ う に 改める。
( 4 )  各 部課 主 幹名又 は各 部課長主幹名 で発送する書
類 は ， 当該部課主幹係で浄 書する 。
別 表 中
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「 富 大厚 第 号 厚 生 課所管 の も の 」 を
「 富 大厚 第 号 厚 生 課所管 の も の
に 改め る。
富 大 入 第 号 入学主幹所管 の よ の」
様式 第 2 号， 様式 第 5 号 及 び様式 第 5 の 2 中 「 課
長 」 を 「 課長 ・ 主 幹」 に 改め る。
（ 富 山 大学 入学試験管 理委員 会規則 の一部改正 ）
第 2条 富 山 大学入 学試験管 理委 員 会規則1] （ 昭和36年
9 月 8 日制 定 ） の 一部 を 次の よ う に 改正 する 。
第 10条 中「 及 ひや厚 生課長」 を「， 厚 生 課長 及 び 入
学主幹」に 改める 。
（ 富 山 大学事務組織規則 の一 部改正）
第 3条 富 山 大学事務 組織規則 （昭 和39年 1 月 1 日制
定 ） の一部 を 次の よ うに 改正する。
第 2条 第 3項 中 「 及 び厚 生課」 を 「， 厚 生課 及 び
入学主幹」に 改め る。
第 4 条 第 1 項 中 「課」 を 「課， 主 幹」に 改め る 。
第1 0条 中 第 2 号 を削 り ， 第 3 号 を 第 2 号 と し ， 第
4 号 から 第 7 号まで を 1 号 ずつ繰 り 上げる。
第 1 0条 第 8 号 中 「， 厚 生課」 を 「厚 生課及 び入学
主幹」 に 改め， 同 号 を 第 7号 と す る 。
第 1 1条 第 9 号に 次 の 1 号 を加 える。
(JO) そ の他 学生の厚 生福祉に 関 するこ と 。
第 1 1条 の 次に 次 の 1 条 を加 え る。
第 1 1条 の 2 入学主幹に お い て は ， 次の事務 をつ
かさ ど る 。
(1 ) 入学者選抜に 関 し ， 総括 し， 連絡調整す るこ
と 。
(2 ) 学生募集 及 び 入学者選抜 試験に 関 す るこ と。
(3)  入学者選 抜 方 法 の 改善 の企画， 立案に 関 す る
こ と。
(4 ) 所掌 事務 の調査 統計に 関 する こ と 。
(5 ) そ の他 入学 者選抜に 関 する こ と。
（ 富 山 大学防火管 理規則 の一 部 改正 ）
第 4 条 富 山 大学防火管 理規則 （ 昭和39年 9 月 18 日制
定 ） の一 部 を 次 の よ うに 改正す る 。
別表 第 3 の 第 3項 第 3 号 中「， 課長J を 「 ， 課長，
主 幹」 に 改める。
（ 富 山 大学入学者選抜 方法研究 委 員 会規則 の一 部 改
正 ）
第 5 条 富 山 大学 入学者選抜 方法研究委員 会規則 （ 昭
和39年 1 2 月 18 日制定 ） の 一部 を 次の よ う に 改正す る 。
第 7条 中 「， 学生課」 を 「 ， 入学主幹」に 改める。
（ 富 山 大学公 印管 理規則 の一部改正 ）
第 6条 富 山 大学公印管 理規則 （ 昭和48年 4 月 1 3 日制
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定 ） の一部 を 次 の よ う に 改正 す る。
別表 第 2 学生部の項 中
富 山 大学学生部 I 20 I 厚 生課長
厚 生課長の 印
「l
富 山 大学学生部
厚 生課長の 印
20 厚 生課長
富 山 大学学生部
入学主幹の印
20 入学主幹
改め る 。
（ 富 山 大学文書決裁規則 の一部改正）
第284号
II 
」 を
II 
｜に
II 
」
第 7条 富 山 大学文書決裁規則 （ 昭 和48年 1 2 月 21 日制
定 ） の一部 を 次 の よ う に 改正する。
別 表 第 1 中
課の所掌事務に属する軽易なもの
のうち， 他課に関連のないもの
主管課長
課又は主幹の所掌事務に属する軽 ｜主管課長
易なもの
｜ 又は主幹
改める。
を
」
別 表 第 2 （ 各課共通事項 ） の項 中 「主管 課長」 を
「 主管 課長又 は 主 幹」 に 改め ， 同表 （ 学生 課関係 ）
の項 中 第 7 号 を 次 の よ う に 改め る。
17 入学 者，在学 者及び卒業者の報告 l学 長｜学 生部長｜
別 表 第 2 （ 学生課関係 ） の項 中 第 8 号 及 び第 9 号
を削 り ， 同項 第 10号 中 「学生の退 学」 を 「学生の 入
学， 退 学」に 改め ， 同号 を 第 8 号 と し ， 第 1 1号 を 第
9 号 とし ， 第1 2号 を 第 10号 と する 。
別表 第 2 （ 学生 課 関係 ） の項 中 第 13号 を削 り ， 第
14号 を第1 1 号 とし， 第 1 5号 を 第 1 2号 とし ， 第 1 6号 を
第 1 3号 とし， 同 表（厚 生課関係 ） の項 の 次に 次 の l
項 を加 える。
（入学 主幹関係）
1 入学 志願者，合格者の報告 学 長｜学 生部 長
2 学力検査の実施に伴う報告及び問題 ｜学 長｜学 生部長
用紙説明書並びに集計表等の送付
3 入学 試験等の合格者に対する通知書 ｜学 長｜学 生部長
（ 富 山 大学共通第 1 次学力 試験実施委員 会規則j の
一部改正 ）
第 8条 富 山 大学共通第 1 次学力 試験実施委員 会規
昭和62年 7 月 1 日 発行 学
目lj （ 昭和53年 9 月 28 日制 定 ） の一部 を 次のよ う に 改
正する 。
第6 条 中 「， 学生課」 をに 入学主幹」 に 改める。
（ 富 山 大学事務 電算化委 員会規則 の 一部改正 ）
第9 条 富 山 大学事務 電算化 委 員会規則 （ 昭和54年 1 2
月 21 日制定） の一部 を 次 のよ う に 改正する 。
第3 条第4 号 中「 課長」 を「 課長， 主 幹」 に 改 め
る。
（富山 大学に お ける旅行命令権 の復 委任 に 関 する規
則 の一 部改正 ）
第10条 富 山 大学に おける旅行命令権 の 復委任に 関 す
る規則J （ 昭和 55年 3 月 31 日制 定 ） の一 部 を 次 のよ う
に 改正する。
第2 条 の 表学生部長の項 中「 及 び課長」 を「， 課
長及び主幹」 に 改める。
附 則
こ の規則 は， 昭和62年 6 月 26 日 か ら 施行 し， 昭和62
年 5 月 21 日 か ら適 用 する。
砂 富 山 大学学生部 入学主幹の 設置に伴 う 関係規則 の整
理 に 関 する規則 の制 定理由
国立大学 及 び 国 立短期大学 の事務 局 等の部及 び課に
関する 訓令 （昭和42年文部省訓令 第20号 ） の一部改正
により， 富 山 大学に入 学主幹が 設置 さ れ た こ とに伴 い，
所 要事項 を 改める。
富山大学地域共同研究センターの
設置に伴う関係規則等の整理に伴
う規則の改正
富 山 大学 地域共同研究セン タ の設置に伴う関係規
則 等の整理に関 する規則 を改 正 する規則 を次 のと お り
制定 する。
昭和62年 6 )J 26 日
富山 大学長 大井 信一
富山大学地域共同研究センター設置に伴う関係規
則等の整理に関する規則
（高’山 大学文書処理規則 の一部改正）
第1条 富山 大学文書処理規則（昭和24年 12 }j 2 日制
定 ） の一 部 を次 のよう に 改正 する。
自リ是正r41
報 第284号
「 富 大 ト 第 号 ト リ チ ウ ム科学セン タ 一所 管
の も の 」 を
「 富 大卜 第 号 ト リ チウム 科学セン タ 一所管
の も の
富大地 第 号 地域共 同研究セン タ 一 所管の
も の」
に 改める。
（ 富 山 大学 教 員 （ 教授 ・ 助 教授 ・ 講師 ） 選考基準 の
一部改正 ）
第 2条 富 山 大学教員 （ 教授 ・ 助 教授 ・講師 ） 選 考基
準 （ 昭和29年5 月 28 日制 定 ） の一部 を 次 のよ う に 改
正 する。
第1 条 た だ し 書 を 次のよう に 改める。
た だ し， ト リ チウム 科学セン タ 一， 地域共同研
究セン タ ー及 び保健管理セン タ ー の 教 員 の選考に
つ い て は， 富 山大学ト リ チウム 科学セン タ 一規則，
富 山 大学地域共同研究セン タ 一規則又 は 富 山 大学
保健管 理セン タ 一規則 の定める と ころ による。
（ 富 山 大学固有財産取扱規則 の一部改正 ）
第 3 条 富 山 大学固有財産取扱規則 （ 昭和33年 3 月 7
日制定 ） の一部 を 次 のよ う に 改正する。
第2 条第1項 中 「， ト リ チウム 科学セン タ ー 」 の
次に 「， 地域共同研究セン タ ー」 を加える。
（ 富 山 大学防火管 理規則 の一部改正 ）
第4 条 富 山 大学防火 管 理規則 （ 昭和39年 9 月 18 日制
定 ） の一 部 を 次のよ う に 改正する。
第2条第1 項 た だ し 書 を 次 のように 改める。
た だい 地域共 同研究センタ ーにあ っ て は 工学
部に， 保健管理セン タ ーにあ っ て は 学生部に 属 す
る 部局と する。
（ 富 山 大学電気工作物 保安規則 の一部改正 ）
第 5条 富 山 大学電気工作物 保安規則 （ 昭和41年 3 月
15 日制定 ） の一部 を次 のよう に 改正 する。
「
別表 第 l の五福団地 の項 中「トリ チ ウム 科学セン
タ ー 」 の次に「 地域共 同研究セン タ ー 」 を加える。
別 表第2 の保安 業務 の 組織図 中
を
」
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に 改める 。
（富山 大学施設整 備委員 会規則 の 一部改正 ）
第 6条 富 山 大学施設整備委員 会規則 （ 昭和 45年 2 月
16 日制定 ） の一部 を 次 の よ う に 改正する。
第 3条 第 1項中 第 1 0号 を 第 1 1 号 と し ， 第 6 号か ら
第 9 号 ま で を l 号 ずつ繰り下げ， 第 5 号の次に次 の
1 号 を加える。
( 6) 地 域共 同研 究 セ ン タ ー長
（ 富 山 大学受託 研 究取扱規則 の一 部改正 ）
第 7条 富 山 大学受託 研究取扱規則 （ 昭和45年 8月 7
日制定 ） の一部 を 次 の よ う に 改正する 。
第 2条 第 1 項中 「 ， ト リ チ ウ ム 科学 セ ン タ ー」 の
次に 「， 地 域 共 同 研究セ ン タ ー 」 を加える。
第 5条第l項 中 「 ト リ チ ウ ム 科学 セ ン タ ー」 の 次
に 「 ， 地 域共同 研 究セ ン タ ー 」 を加える 。
（富 山 大学公 印 管理規則 の一部改正 ）
第 8条 富 山 大学公 印 管理規則 （ 昭和48年 4 月 1 3 日制
定）＇ の一部 を 次 の よ う に 改正する 。
第 2条 第 4項中「 ， ト リ チ ウ ム 科学セ ン タ 一 長 」
の 次 に 「， 地 域共同研究セ ン タ ー 長」 を加える 。
別 表第 2 ト リ チウム科学セ ンター の項 の次 に 次の
よ う に加える 。
内4dnfzu 
研
同門向叩 北ハ の域長
地一
学タ
大ン
山セ
官園
内九
日間、
ノ
共セ 域 究
一
地研
タ
工学部 ｜ 工学部
事務長 ｜ 庶務係長
（富山 大学文書決裁規則 の一部改正 ）
第 9条 富 山 大学文書決裁規則 （ 昭和48年 1 2 月 21 日制
定 ） の一部 を 次 の よ う に 改正する 。
別 表 第 l 中
「
トリチウム科学センターの所掌事務に ｜ トリチウム科学
属するもの（特に重要なものを除（。） ｜ センター長
「
」
トリチウム科学センターの所掌事務に トリチウム科学
属するもの（特に重要なものを除〈。） センター長
池波共同研究センターの所掌事務に属 地域共同研究セ
するもの（特に重要なものを除〈。） ンター長
」
改める 。
報
別 表 第 2 に 次の よ う に加える。
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（地域共同研究センタ一 関係）
1 職員の勤務を要しない時聞の指｜学長｜地域共同研究
定 ｜ ｜センタ一長
2 職員の職務専念義務免除（人事｜学長｜地域共同研究
院規則10- 6第5条）
3 有給休暇等の承認
舟九
内九
E京高削巨民研削 一問問 日門
タ共タ共
ン拙胤ン協明セ地セ地
官民医衣 且戸子尚
子
4 産後休に関すること
センター長
5 非常勤職員の無給休暇の承琵 ｜学長｜地域共同研究
｜ ｜センタ一長
6 教員の勤務時聞の割振りの承認｜学長｜地域共同研究
｜ ｜センタ一長
7 教員の研修（センター長並び に｜学長｜地域共同研究
引き続き1月以上にわたる場合及｜ ｜センタ一長
び海外研修を除（。）の承認
8 超過勤務，休日勤務，夜間勤務｜学長｜地域共同研究
のAA叩11
9 職員の身分証明書の発行
馬体加剛 瓦川目タ学務、 ／セ工事
医双山子
（ 富 山 大学職員 健康安 全管理規則 の一部改正 ）
第10条 富 山 大学職員 健康安全管 理規則 （ 昭和5 1 年 1 0
月 1白制 定 ） の一部 を 次 の よ う に 改正する 。
第 2条 第 l項中 「 及 び ト リ チ ウ ム 科学 セ ン タ ー 」
を「 ， ト リ チ ウ ム 科学セ ン タ ー 及 び地 域 共 同 研究セ
ン タ ー 」 に 改める 。
�lj表 第 1 中
｜工学 部｜事務長｜庶務係長｜事務長｜管理師｜工 学部｜ を
を
工学 部 工学部 工学部 工学部 工学部
地域共同研 事務長庶務係長事務長用度係長工学部及ぴ
究センター 地域共同研
究センター
」
改める 。
（ 富 山 大学発 明規則 の一部改正 ）
第 1 1条 富 山 大学発 明規則 （ 昭和53年 1 2 月 22 日制定 ）
の一部 を 次 の よ う に 改正する 。
第 5条 第 l項中「 及 び ト リ チウム 科学セ ン タ ー 」
を 「， ト リ チウム科学セ ン タ ー 及 び地 域 共 同研究セ
ン タ ー 」 に 改める 。
ハU
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（ 富 山 大学 に お ける旅行 命令権 の 復 委任 に 関 する規
則 の一部改正 ）
第1 2条 富 山 大学に おける旅行 命令権 の 復 委任 に 関 す
る規則 （ 昭和55年3 月31 日 制 定 ） の一部 を 次の よ う
に 改正する。
第 2条 の表 ト リ チ ウ ム科学セ ン タ ー の項 の 次 に 次
の よ う に加える。
地 域共同研究 ｜ 地 域 共 同研究セ ン タ 一所属職
セ ン タ ー 長 ｜ 買 に 対する旅行 命令権
（ 富 山 大学将来計画委員会規則 の一部改正 ）
第 13条 富 山 大学将来計画委員 会規則 （ 昭和55 年 6 月
27 日 制 定 ） の一部 を 次 の よ う に 改正 する。
第 2条 第 l 項中 第3号 を 第 4号 と し ， 第 2号 の 次
に 次 の l号 を加える。
(3 ) 地 域 共 同研究セ ン タ ー 長
第 2条 第 2項中 「 第3号 」 を 「 第 4号」 に 改める。
（ 富 山 大学 に おける 事務 の委任 に 関 する規則 の一部
改正 ）
第 14条 富 山大学に おける事務め委任 に 関する規則
（ 昭 和55年 9 月 27 日 制 定 ） の一部 を 次 の よ う に 改正
する。
第 2条 本 文中 「 及 び保 健 管 理 セ ン タ 一 所長」 を
「， 地 域 共同研究セ ン タ ー 長 及 び保健管理セ ン タ 一
所長 」 に 改め ， 同条 ただ し 書中 「並び に 保健管理セ
ン タ 一所 長」 を 「 及 び地 域 共 同 研究 セ ン タ ー 長並 び
に 保健管理セ ン タ 一所 長 」 に 改 める。
（ 富 山 大学情報処理セ ン タ 一規則 の一 部改正 ）
第1 5条 富 山 大学情報処理セ ン タ 一規則 （ 昭和5 9年 7
月 20 日制 定 ） の一部 を 次の よ う に 改正する。
第 9条 第1 項中 第 6号 を 第 7 号 と し ， 第 5号 を 第
6号 とし， 第 4号 の 次に 次 の l号 を加 える。
( 5) 地 域共 同 研究セ ン タ 一 長
（ 富 山 大学 と 民 間 等 と の共 同研究取扱規則 の一 部改
正）
第 1 6条 富 山 大学 と 民 間等 と の 共 同 研 究取扱規則 （ 昭
和59年1 0 月 26 日 制 定 ） の一部 を 次 の よ う に 改正する。
第 2 条 第2 項中 「及び ト リチウム科学 セ ン タ ー 」
を 「 ， ト リ チウム科学セ ン タ ー 及ぴ地 域 共 同研究セ
ン タ ー 」 に 改める。
第 5条 第1 項中 「 ト リ チ ウ ム 科学 セ ン タ ー」 の 次
に「 及 び地 域 共 同研究セ ンター」 を加える。
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附 則
こ の規則 は ， 昭和62年 6 月 26 日 か ら 施行 し， 昭和62
年 5 月 21 日 か ら適 用 する。
砂富 山 大学地 域 共 同 研究 セ ン タ ー の 設置 に伴 う 関係規
則 等の 整理 に 関 する規則 の制 定理由
国 立学校設置 法施行規則 の 改正 に よ り ， 富 山 大学に
地 域 共同研究セ ン タ ー が設置 さ れ た こ と に伴 い ， 所要
事項 を 改める。
富山大学補導協議会規則の一部改正
富 山 大学補導協議会規則 の一部 を 改正する規則 を 次
の と おり制定 する。
昭和62年 6 月 26 日
富 山 大学長 大井 信一
富山大学補導協議会規則 の一部を 改正する規則
富 山 大学補導協議会規則 （ 昭和 24年 8月 5 日制 定 ）
の一 部 を 次の よ う に 改正 する。
第1 条 を 次 の よ う に 改める。
（ 設 置 ）
第 l 条 富 山 大学に 富 山大学補導協議 会 （以下「 本会」
と い う 。） を置く。
第 2 条中 「な ら びに 」 を 「 及び‘」 に ， 「 は かる 」
を 「 図る 」 に 改める。
第3 条 第 1 項中 「 次 の職員 でこ れ を 組織する 」 を
「 次 の 各号 に掲げる 委員 を もっ て 組織する 」 に， 同
項 第 2号中 「 お よび、」 を「 及び、」 に 改め ， 同号 ただ
し 書 き を 次 の よ う に 改める。
ただし ， う ち 1名 は副委員 長 と する。
第3 条 第 2項中 「 補欠 委員 」 を 「補欠 の委員 」 に
改める。
第 4条 及 び 第 5 条 を 次の よ う に 改める。
（任 期 ）
第 4条 前条 第 l 項 第 2号 の委員 の任 期 は ， 2 年 と す
る。 ただ し， 補欠 の委員 の任 期 は ， 前 任者 の残 任期
間と する。
（議 事 ）
第 5 条 学生部長 は ， 本会 を招 集 し ， そ の議 長 と なる。
2 議 長 に 事故が ある と き は ， 議 長 が あ ら か じ め 指名
し た 委 員 が そ の職務 を行 う 。
第 6条 第 1 項中「構成員」 を 「 委 員 」 に 改め， 同
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条 第 2項中「出席 者 」 を 「出席 委員 」 に， 「可否同
数である と き は 」 を 「 ただ し ， 可否同 数 の と き は」
に 改める。
第 7 条中 「毎週土曜 日 に開催 する 」 を 「定 期的 に
開催 する も の と する」 に 改める。
第 9条 を削り， 第 8条 を 第 9条 と し， 第 7 条 の 次
に 次の 1 条 を加える 。
第 8条 本会の目的 を達 する た め， 専 門 部会 を置 く こ
と が で き る。
附 則
こ の規則 は， 昭和62年 6 月 26 日 から 施行 する 。
砂 富 山 大学補導協議 会規則 の改正理由
補 導協議会の開催 日 及 び字句 等 を整 備する た め， 所
要事項 を 改める。
富山大学大学院学則の改正に伴う関
係規則の整理に伴う規則の改正
富 山 大学大学院学則 の 改正 に伴 う 関係規則 の整 理 に
関 する規則 を 改正する規則 を 次 のと おり制定 する。
昭 和62年 6 月 26 日
富 山 大学長 大井 信一
富山大学大学院学則 の 改正に伴う関係規則 の 整理
tこ関する規則
（富山 大学大学院委員 会規則 の 一部改正 ）
第 l 条 富 山 大学大学院委 員 会規則 （ 昭和42年 5 月 19
日制定 ） の一部 を 次の よ う に 改正する。
第 1条中「 第 35条 第 2項 」 を 「 第47 条 第 2項 」 に
改める 。
（ 富 山 大学大学院工学研究科規則 の一部改正 ）
第 2条 富 山 大学大学院工学研究科規則 （ 昭和42年 5
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月1 9 日制定 ） の一部 を 次 の よ う に 改正する。
第 l条中 「 第 38条」 を 「 第5 0条」 に 改める。
（ 富 山 大学大学 院工学研究科委員 会規則 の一部改正 ）
第 3 条 富 山 大学大学 院工学研究科委 員 会規則 （ 昭和
42年 5 月19 日制定 ） の一部 を 次の よ う に 改正する。
第 l 条中 「 第 37条 第 2項」 を 「 第 49条 第 2項 」 に
改める 。
（ 富 山 大学大学院理学研究科規則 の 一部改正 ）
第 4 条 富 山大学 大学院 理学研究科規則lj （ 昭和5 3年 4
月 1 日制定） の一部 を 次 の よ う に 改正する。
第 1 条中 「 第 38条」 を 「 第5 0条」 に 改め る 。
（ 富 山 大学大学 院理学研究科委員 会規則 の一部改正 ）
第 5 条 富 山 大学大学院理学研究科委 員 会規則 （ 昭和
5 3年 4 月 1 日制定 ） の一部 を 次 の よ う に 改正する。
第 1 条中「 第37条 第 2項」 を 「 第 49条 第 2項」 に
改 める。
（ 富 山 大学大学院人 文科学研究科規則 の一部改正 ）
第 6 条 富 山 大学大学 院人文科学研究科規則 （ 昭和61
年 4 月 1 日制定 ） の一部 を 次 の よ う に 改正する 。
第 l 条中 「 第 38条 」 を 「 第5 0条 」 に 改める。
（ 富 山 大学大学院人 文科学研究科委員 会規則 の一部
改正）
第 7 条 富 山 大学大学院人 文科学研究科委員 会規則
（ 昭和61年 4 月 1 日制定 ） の 一部 を 次の よ う に 改正
す る 。
第 1 条 中 「 第37 条 第 2項」 を 「 第49条 第 2項」 に
改 める。
附 則
こ の規則 は， 昭和62年 6 月 26 日：から施行 し， 昭和62
年 4 月 1 日 から適 用 する。
砂富 山 大学 大学 院学則 の改正 に伴 う 関係規則 の整 理に
関 する規則 の制定 理由
富山 大学大学院学則 の一部改正 （ 昭和62 年4 月 17 日 ）
に伴い， 関係規則 の対応条項 を 改める た め。
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諸 議
AQ一A
昭和62年度第1回附属図書館商議会（ 6月 2 日 ）
（審議事項）
(1) 昭和62年度 附属図書館運営費につ い て
(2) 昭和63年 度概算 要求につ い て
(3）特別 図書購 入費 の要求につ い て （ 大型コ レ ク シ
ョ ン）
昭和62年度第2回富山大学トリチウム科学センター運
営委員会（ 6 月 4日 ）
（審議事項）
( 1） 教官人事につ い て
昭和62年度第1回大学院委員会（ 6月 5 日 ）
（審議事項）
( 1 )  昭和63年度富山 大学大学院理学研究科 （ 修士課
程） 及 び工学研究科（ 修士課程） 学生募 集 要項に
つ い て
昭和62年度第3回評議会（ 6 月 5 日 ）
（審議事項）
(1) 昭和 63年度概算要求につ い て
昭和62年度第1回部局長懇談会（ 6月5日）
（議 題）
(1) 当面 の諸問題
昭和62年度第3回補導協議会（ 6 月 1 5 日 ）
（審議事項）
( 1 ) 課外活 動 共用施設につ いて
昭和62年度第2回入学者選抜方法 研究委員会
専門委員会（ 6 月 22 日 ）
（議 題）
( 1） 調 査 研究報告書 （第5 期 ） の作 成につ い て
(2 ) 国立大学 入学 者選抜研究 連絡協議会第8 回 大会
の 報告につ い て
昭和62年度第1回国際交流委員会（ 6 月 23 日 ）
（審議事項）
( 1 ) 富 山 大学 国 際交 流委員会 学術交流部会内規（案）
及 び富 山 大学 国 際交 流委員 会留 学生部会内規（案）
につ い て
昭和62年度第3回入学試験管理委員会・第2回入学者
選抜方法研究委員会の合同委員会（ 6 月 23 日 ）
（審議事項）
( 1 )  入学者選抜方法の改善に伴 う 昭和 60 年度以降 の
調 査研究事項につ い て
(2) 昭和 63年 度 富 山 大学入学者選抜方 法 等， 第2 次
の学力 検査 実施教科科目 及 び共通第1 次学力試験
の受験 を 要する 教科等につ い て
(3) 昭和 63年度富 山 大学 入学者選抜試験の 選考基準
につ い て
(4) 昭和63年度富 山 大学 入学 者選抜に 関する 要項
（案 ） につ い て
昭和62年度第4回評議会（ 6月 26 日 ）
（審議事項）
(1) 富山 大学学長選考規則 の制 定につ い て
(2) 富 山 大学学長選考実施細則 の制定につ い て
(3) 富 山 大学補 導協議 会規則 の一部 を 改正する規則
につ い て
(4) 富 山 大学学生部入学主幹 の 設置に伴 う 関係規則
の整 理に 関する規則 の制 定につ い て
(5) 富 山 大学地 域 共 同 研 究 セ ン タ ー の 設置に伴 う 関
係規則 の整 理に 関する規則 の制定につ い て
(6) 昭和 62年 度 学内予算 配分につ い て
( 7) 学長事務代理につ い て
昭和62年度第2田部局長懇談会（ 6 月 26 日 ）
（議 題）
(1) 文部省在 外研究員若手 教官 の選考につ い て
昭和62年度第1固体育施設運営協議会（ 6 月 29 日 ）
（議 題）
( 1）体育施設の運営費につ い て
(2) 富 山 大学体育館使用内規 の一部改正につ いて
qu 
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事
田村科学技術振興財団及び富山相銀奨学育英財団からの助成金について
こ の た び， 田 村科学技 術振興財団 の研究助 成金 ・ 海
外派遣 等援 助 金及び富 山相銀奨 学育英財団 の研究活 動
助 成金 と し て， 次の と おり採択 さ れ， 各研究者に贈呈
さ れ ま し た。
o田村科学技術振興財団
（研究助 成 の 部 ）
部 局 職 氏 名 研 ’7ず巴L 課 題 助 成金
教育 学部 助 教授 山 西 潤 一 人工知能 の手 法 を適 用 し た 医用画像診断支援 シ ス テ ム の開発 3 0万円
工学 部 教 授 時 沢 エ貝
急i令凝固粉末 法に よ る 高 強 度 ア ル ミニウ ム 合金超塑性材 の製造に 50万円
関 する研究
II II 龍 山 智 栄 Si 上でのGaAs膜 の 成長に 関 する 研 究 50万円
助 教授 塩 津 和 章 発
泡 金属複合 ア ルミニウ ム 合金の強度特性 と 設計デー タ ベー ス の 3 0万円II 
構築に 関する研究
II II 袋 谷 賢 てEまコ" 色覚異常遺伝子 の発現 機構研究の た め の実験動物 の開発 3 0万円
教 養 部 教 授 塩 谷 俊 作 フ ロ ピリ ジ ン類 の合 成 の 反応性 な ら びに生理活性に 関する研究 100万円
（海外派遣 の部）
部 局 職 氏 名 渡航先 研 η7守Lて 課 題 助 成金
第14回国際植物 学会に おける 研 究発 表
理学部 教 授 菅 井 道 二
ド イ ツ 連邦 （カ ニ クサ胞子 のフィ ト ク ロ ム 及び シ ベ レ リ ン 20万円共 和 国 に よ る発芽に対する3 Ca2＋ の影響） （ シ ダ胞子
発芽 の光制 御 ）
経済学部 II 中 藤 康 俊 中華人民共和国 中 国経済 の発展と 地 域 構造 20万円
（招へい の部）
所 属 職 氏 名 受 入 れ担 当 教官 石1)f ワフセL 課 題 助 成金
中華人民 副 教授 人文 学部 教授共 和国 校 長 顧 査 相 日 本に お ける戦 前戦後 の東洋史学 40 万円
j宝寧大学 助 理 小 谷 仲 男
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部 局 助 成 内 容 助成金
附属図書館 ｜ へルン文庫 関連文献 整備刊行 40万円
三島海雲記念財団からの学術奨励金について
こ のたび， 三島海雲記念財団 の 昭和62年度学術奨励金 と し て， 本学関係で は次 の と お り採択さ れ ま し た 。
所 属 職 氏 名 石汗 ¥ し 題 日 奨励金
人文 学部 助教授 藤 本 幸 夫 朝鮮印刷文化 と 中 国 50万円
教養部 II 気賀 沢 保 規 中 国新出石刻 関係資料 の 整理 と 研究 50万円
人 事 異 動
異 動 区 分 発令 年 月 日 氏 名 異 動前 の 所属官職 異 動 内 容 任 命権 者
転 任 62. 7 . 1 市 村 憲 司 助手（トリチウム科学センター） 助 手（ 熊本大学理学部） 熊本大学長
配 置換 II 輩 田 7三E� 文部技官（庶務部庶務課） 助手（トリチウム科学センター） 富山 大学長
酔 職 62. 6 . 30 ｜司 畑 京 子 文 部事務官 （ 附属 図書館） 辞 職を承認する。 II 
退 職 62 7 . 1 平 田 ’員 it; 技術補佐員（経理部主計課） 昭和62年6月30日限り退職した II 
II 北 野 哲 技術補佐員（経理部主計課） 昭和62年6月30日限り退職した II 
II 冨 樫 昇 技術補佐員（経理部主計課） 昭和62年6月30日限り退職した II 
II 高 城 政 信 技能補佐員（施ー融機械操作手） 昭和62年6月30日限り退職した II 
II 黒i畢 浩 子 事務補佐員 （教育学部） 昭和62年6月30日限り退職した II 
公
の
の
附名加称 62. 6.  8 西 垣 主Z主S己 庶務部長 務
人文代理
学部を命・
理
ず
学
る
部事務長事 II 
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学 内 諸 報
高齢者叙勲について
6 月1 日 付け で元文部教官 （ 経済 学部教授 ） 渡植彦太郎氏に勲三 等瑞宝章 が授与さ れ まし た 。
永年勤続者の表彰
昭和62年度 富 山 大学永年勤続者表彰式が， 6 月 1 日 。 20年勤 続
（月）午前 1 1時か ら 事務 局 大会 議室に お い て行 わ れ まし た。 庶 務 課 松 井 博 文
表 彰式 に は ， 各部局長等多数 が列席され ， 35年勤続 施 設 課 j兵 出 峯
5 名 ， 20年 勤 続 1 7名 の l 人 l 人 に ， 大井信一 学長か ら II 高 島 正 信
表 彰状並びに記念品 が贈 ら れ， 引 き 続 き 学長の祝辞 が 人・理文学部
部
松 本 進
あ り ， これに 対して被 表彰 者 を 代表して平田純附属図 人文学部 コ 賓 政 美
書館長か ら謝辞 が述べ られ ま し た。 教育学部 雁 回 彰
閉 式後 ， 同会 議室に おい て ， 永年勤続者を囲 み祝賀 II 奥 村 義 雄
会 が催され ， 和やか な雰囲気 の う ちに終了 い たし まし II 田 中 三日m. 
た。 fl 佐 藤 日出信
表彰 き れ た方々 は， 次 の と おり です。 工 学 部 前 川 j青 徳
。 35年勤 続 （ 5 名 ） fl 赤 壁 節 子 、
学生 部 ホオ木ミ 慶 二 fl 松 木 賢 司
人・ 理文学
学
部
部
永 森 俊 夫 II 村 井 忠 邦
人文学部 平 田 主砲 II 諸 橋 昭
経済 学部 平 岡 幸 教 養 部 高 尾 貢
教 養 部 宇尾野 逸 作 附 属 図 書館 今 井 4合、
II 奥 田 都
ハhu
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海 外 渡 航 者
j度航の種類 所 属 職 氏 名 j度 航 先 国 目 自ワ 期 問
1987国際低温材料会議低温工 62. 6 . 12  教育学部 教 授 永 野 �L ア メリカ合衆 国 学会議出席 62. 6 . 20 
外 国出 張
「深海潜水船Alvin号 に よ る 62 6 .  25 
理 学 部 教 授 堀越 叡 ア メリカ 合衆 国 西太平洋背弧 ・ 前弧域の 日 米
協力 研究」 に参加の た め 62. 7 . 12  
62. 6 . 1 
教育学部 E力 手 丸山 茂徳 アメリカ合衆国 低変成度変成作用の 研 究
62. 8 .  15 
ゲー ム理論 に 関 する 国際会 議 62. 6 . 1 7  経済学部 助 教授 菊田 健作 ア メリカ 合衆 国 に参加の た め 62. 7 . 4 
海外 研 修旅行 イー ス ト ・ ウエ ス ト セ ン タ ーの 研 究 員 と し て 文化 コ ミ ュニ
ケーショ ン 研究 所主催 「 大学 62. 6 . 23 教 養 部 教 授 宇尾野逸作 ア メリカ 合衆 国 に お ける異 文化関連学科目の
開 設発展の た めの 国際 研究 集 62. 7 . 9 
会」 に参加の た め
ア メリカ 合衆国 リ ス ク ・ マ ネ ジメ ン ト 研究調
62. 6 . 22  
経済 学部 助教授 武 井 勲 査 及 び 第80回 国際 ビ ル管理 学カ ナ 夕、 会出席 62 7. 8 
寄 稿
ワルシャワ大学ーその自治と自由
主 たる訪問 国 で あるポー ラ ンドの首都 ワ ルシ ャ ワ に
入っ たの はちょ う どメーデーの 当 日 で あっ た。 ゴ ルバ
チ ョ フ がソ連 ですす め て いる ペ レ ス ト ロ イカ路締 が ポ
ー ラ ンドの 民主化運動 に い か なる 影響 を あ たえ て いる
か， と り わ け かの「 連 帯」の ポー ラ ン ド ・ ペ レ ス ト ロ
イカ （ 改編 ） 運動が蘇生する か否 かーーそのこ と に多
大 な 関心 を いだ いて い た私 は 期待感に 胸 をふ く ら ませ
て ワ ルシ ャ ワ空港に おり たっ たの であっ た。
パリの「連帯 」 支援事務所で紹介 し て もらっ て い た
「 連帯」 ス ポー ク ス マ ンのA氏 にさっ そ く 電話連絡 を
とって みる と， 奥 き ん が電話ロ に出て ， A は不在だ と
いう。 紹介 者の 名 をつげ ， ぜひA氏に会 い た いの だが
いつ な ら会える だろう か と き く と ， A は逮捕さ れ て い
て いつ釈放される か わ から な い と いう返 事 であっ た。
人文学部教授 藤 井 一 行
ヤ ルゼ ル ス キ イ 政権の政 策 が いささ か も変 わって い な
いこ とを まず は思い知ら き れ た わ け である。 釈放 き れ
たA氏 に会える ま で結 局 10 日 あ まり待 た な け れ ば な ら
な かっ た。
A氏 との会 談 は た いへん有益 な もの で あっ た。 「 連
帯」 と ロ シ ア ・ マル ク ス 主義 との関係 につ いて も 多 く
の こ と を全日る こ と がで き た。 し か し その こ と は こ こ で
は割愛 する。 A氏に会つて な に よりび、っ く り し た こ と
は， 氏 が ワ ルシャワ 大 学 と い う れっ き と し た 国立大学
の現職の 教授である と いう 事実 で あっ た。 A 教授 は か
の戒厳令 以 来 なん ど と な く 逮捕 ・ 投獄 き れて き た と い
う。 ある 年 な ど は ま る ま る 1 年間 も獄 中 に あっ たと い
う。 今回 もヤ ルゼ ル ス キ ー箪 事政権 はメーデー を まえ
に し て ， 「 連帯」の 動 き を封 じこ める た め にA 教授 ら
可i唱EA
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を 予 防拘禁し た の で あ っ た 。 た びか さ な る 伐i圧 に もか
か わら ずA 教授 に は み じ ん も 暗 さ が 見ら れ なか っ た 。
そ れ ど こ ろか 教授の 口 調 は 民主 主 義 の 勝利へ の確信に
満ち て い た 。 大学の教授が反政府活動に もかか わ ら ず
そ の ポ ス ト を う ば わ れ な い で い る な ど と い う こ と は ソ
連 では ま る で考えら れ もし な い こ と で あ る 。 ソ 連 ど こ
ろか 日 本 でさえ あ や し い こ と で あ る 。 日 本 の 国 立 大学
の教官の は た し て ど れだ け が 当 局 の 意 向 に 抗 し て ま で，
逮捕 ・ 投獄 を く り かえ す 同僚の首を 守ろ う と す る で あ
ろ う か 。 さ すがは コ ベルニ ク ス や キ ュ ー リ 一 夫 人を 世
界に 送 っ た 民族だ け の こ と が あ る 。 こ れが西 欧 型 の 「大
学の 自 治」 の伝統 と い つ も のか と い た く 感嘆 し た こ と
で あっ た 。
A 教授 は 非マ ル ク ス 主義者 と 見え た が， マ ル ク ス主
義者 であ る 教授 たち の ば あ いに も 同 じ よ う な 問 題 が あ
っ た 。 ワ ル シ ャ ワ 大学の社会科学 の 教授 で あ る B 氏 の
場合が そ う であ っ た 。 B 教授は 共産党の一員 であ っ た 。
しか し B 教授は 7 年前ヤ ル ぞ ル ス キ ー の戒厳令に 抗議
し て 離党 し た 。 だ が共産党 は B 教授 の 離党を 許 さ なか
っ た 。 離党 の 申 し 出 に 対す る 党 の措置は 「 除 名 」 で あ
っ た 。 党 の方針を 支 持 し な い と い す こ と は 許 さ れ な い
と い う わ け で あ っ た 。 「 組織」 の 方 針につ い て い け な
い と い う 者 の 存 在を 許 さ ず ， 「 組織」 を あえ て 離脱 し
よ う と す る 者 に は 指をつ め さ せ る と い う 日 本 の 「や く
ざ」 組織の お き て に も 似 た お き て が世界の ス タ ー リ ン
主義明 の共産党に 生 き て い る と はつ とに 知ら れ て い る
と ころ であ る が， ポー ラ ン ド の 共産党に も そ れ は た し
か に生き て い た のだ 。 しか し こ こ で彩、が強調 し た い の
は そ の こ と で は な い 。 私が感動 し た の は 共産党を 除 名
さ れ た B 教授が依 然 と し て ワ ルシ ャ ワ 大学 の 教授 と し
て そ の地位 に と ど ま り え て い る と い う 事実 であっ た 。
ソ 連 で は ， 党 と 政府 の 方 針に 反対 し て 除名 さ れ た も
の が同 じ I也｛立に と ど ま る と い う こ と は め っ たに な い 。
東 欧 圏 で最 も 自 由 と 見ら れ て い る ユー ゴ ス ラ ヴ ィ ア で
さ え 学 聞 の 自 由 と 大学の 自 治 は 保障 さ れ て い な い 。 私
の訪れ た ベ オ グ ラ ー ド 大学 の C 教授の場合がそ う であ
っ た 。 C 教 授 は 数年 まえ あ る 著作が罪 に 問 わ れ て 大学
を 追わ れ た 。 数年 に わ た る 法廷闘争のすえ ， C 教授 は
勝 訴 し た 。 そ し て 教 授 は 大学に「復職 」 し た 。「復職 」
とカ ッ コ っ きに し た のに は もちろ ん 理 由 が あ る 。 そ れ
は 給与 は あ たえら れ ず ， 授 業 も で き な い と い う 「職 j
だっ たか らだ 。 自 由 に 研 究 し た まえ ， ただ し 飲 ま ず 食
わ ず で， と い う わ けだ 。 大学に は そ う し た C 教授を 守
るだ け の 「 自 治」 カ唯立 さ れ て い な い一一教授は 暗 い
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む！ で そ う 語 っ た 。 ユ ー ゴ ス ラ ヴ ィ ア の そ う し た 状 況を
見聞 し て き た あ と であっ ただ け に ， ワ ルシャ ワ 大学の
B 教授の境遇 は た い へ ん 対 照 的 であ っ た 。 聞 け ば ワ ル
シ ャ ワ 大学 に は 公 式 の マ ル ク ス主義者が き わ め て す く
な い のだ と い う 。 皮 肉 な こ と に そ の こ と も 大学の 自 治
と い う も の を 確保し て い く う え でプ ラ ス に 作用し て い
るら し し 、 。
ワ ルシャ ワ 大学 につ い て は も う 一つ 印 象 的だ． っ た こ
と カ、 あ る 。 今 回 の訪欧 の 目 的の一つ に ， ト ロツ キ イ に
関す る 研究状 況の調査があ っ た 。 そ の た め 東欧諸国 の
首都 に あ る主 た る 図書館 （ 大学図書館や 国 立 図書館）
で ト ロ ツ キ イ の若｛乍が あ るか ど う か， ま だ あ る と し て
も 自 由 に 読め る よ う に なっ て い るか ど う か を 実際に 調
べ て み た の で あ っ た 。 ち な み に ， 1983年 に モ ス ク ワ を
訪 れ た さ い に も 国 立 レ ー ニ ン 図 書館 で そ れを 調べ て み
た こ と があ る 。 お ど ろ い た こ と に 蔵書 目 録 に は ト ロ ツ
キ イ の 名 が存 在 し なか っ た 。 あ たか も ト ロツ キ イ と い
う 人 間 が ロシアに も こ の世に も い た こ と カ fなか っ たか
の よ う に 。 と こ ろ が東欧諸 国 で は ト ロ ツ キ イ はち ゃ ん
と 生 き て い た 。 ベ オ グ ラ ー 卜 ＼ ブ ダペシ ト ， ワ ルシ ャ
ワ の 図 書館 に は ト ロ ツ キ イ の 王者 作があ っ た （ もっ と も
だ れ で も 読 め る と い う こ と では な し そ の 許容範 囲 は
ワ ル シ ャ ワ 市 内 の 街 か ど に 立つ
コ ペ ル ニ ク ス 像
。。
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国 に よ っ て 違 っ て い た ）。 し か し ベ オ ク ラ ー ド で も ブ ダ
ペ シ ト で も ト ロ ツ キ イ の 著作 は ご く わ ず か し か な し
2 . 3 点 を 数 え る の み であ っ た 。 と こ ろ が ワ ル シ ャ ワ
大学に は あ っ た の であ る ， 実 に た く さ ん の ト ロ ツ キ イ
の 著作が。 ポー ラ ン ド が生 ん だ世界最大の ト ロ ツ キ イ
学者 ド イ ツ チ ャ ー の あ の 古典的 な 三部作 も ， 当 然 と い
う べ き か ， 著者が 「 反党分子」 で あ る に も か か わ ら ず
と い う べ き か ， と も か く 何 セ ッ ト も あ っ た 。 し か し ポ
ー ラ ン ド での ト ロ ツ キ イ の運命 も け っ し て よ ろ こ ば し
い も の で は な か っ た 。 こ の 国 で は ， ト ロ ツ キ イ は 皮 肉
な こ と に く レ ー ニ ン と 同 じ よ う な 反 民主主義者 〉 と 見
な さ れ て い る た め に ， そ の 著作がほ と ん ど か え り み ら
れ な い の で あ る 。 ト ロ ツ キ イ が レ ー ニ ン と な ら ぶ民主
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主義者一ーも ち ろ ん 社会主義的 な 意 味 で のーーで あ っ
た と い う こ と を 知 る 者 は こ の 国 で も き わ め て 稀 な の で
あ る 。 「 連帯」 の運動 が 瓦解 し た こ と も こ の事実 と け
っ し て 無縁 で は な さ そ う であ る 。
以上， わ が 「 東欧 見 聞 録」 の一端 で あ る 。
( 1987 . 7 . 6 )  
砂 筆 者 は ， 文部省短期在外研究員 と し て ， 昭和62年
3 月 23 日 か ら 5 月 22 日 ま で 2 ヵ 月 間 「 西欧， 東欧諸
国 に お け る ロ シ ア ・ マ ル ク ス 主義の受容 ・ 研究状況
に 関 す る 調 査」 の た め ヨ ー ロ ッ パ10か 国へ外 国 出 張
き れ ま し た の で， 特 に 寄稿 を 御依 頼 し た も の で す 。
職 員 消 息
〈住所変更〉
人文学部 ・ 理学部
用 度 係長 中 川 巌
教育学部
附属養護学校
教 諭 荒 谷 由 美
教 諭 中 西真由 美
〈改 姓〉
教育学部
附属養護学校
教 諭 荒 谷 由 美 （ 旧 姓 松 田 ）
教 諭 中 西真由 美 （ 旧 姓 酒井）
主 要 行 事
本 部
6 月 1 日 永年勤続者表彰式
第46 回 国 立大学学生部次長協議会
（ 於 ： 埼玉共済会館 ）
2 日 昭和 62年度文部省共済組合主管課長 会議
（於 ： 東 京 青 山 会 館 ）
昭和62年 度 国 立 大学学生部次長 ・ 課長 ・ 国
立高等専門学校学生課長会議
（ 於 ： 東京 如 水会 館 ）
～ 3 日 第 32 回 大学祭 （ 5 月 29 日 か ら ）
3 ～ 5 日 国立大学入学者選抜研究連絡協議会 第 8 回
大会 （ 於 ： 東京 芸術大学 ）
4 日 第 l 団施設整備 委員 会
4 ～ 5 日 昭和62年 度 各 省 庁 地方支 分部局 等予算決算
口可u
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関係事務研修会 （ 於 ： 金沢 第 二合 同 庁 舎 ）
昭和62年 度 国 立大学施 設 担 当 部課長会議 ｜ 人 文 学 部
（ 於 ： 東京医科歯科大学）
胸部 X 線 間接撮影
5 日 第 1 回 大学院委 員 会 6 月 1 日 教授会
第 3 回 評議会 3 日 学部教務委員会
部局 長 懇談会 真率会役員 会
8 日 第 l 回学寮補導委 員 会 2 年次学生 （ 全体 ） オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
8 ～ 9 日 全 国 国 立大学工学系学長 懇談会 4 ～ 5 日 X 線 間 接撮影
（ 於 ： 信 州 大 学 ） 8 日 事務連絡会
胸部 X 線間接撮影 1 0 日 教授会
9 日 昭和62年 度 東 海 ・ 北 陸地 区 国 立大学学生部 人事教授会
課長会議 （ 於 ： 金沢大学） 1 7 日 学部教務委員会
9 ～ 10 日 国立学校 及 び所轄機関等庶務部課長 会議 施ヨu)l.凡女長貝口 〈五
（於 ： 東 京 医科歯科大学 ） 新 セ ン タ ー 構想検討委員 会
10 日 定期健康診断 （ 教養部 ） 24 日 学部将来計画委 員 会
1 1 日 胸 部 X 線間接撮影 2 年次学生 コ ー ス 別 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
12 日 コ ク ヨ 刷会長の 記者会見 26 日 2 年次学生 コ ー ス 別 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
1 5 日 構 内 交通対策 委 員 会
第 3 回 補導協議会 ・ 職業補導担当 者会議 教 ＝同!:'!: 学
1 6 ～ 17 日 国立大学協会第80回 総会
（ 於 ： 国立教育会館 ）
18 日 国立大学長会議 （ 於 ： 学士会館 ） 6 月 3 日 附 属教育実践研究指導セ ン タ ー運営委 員 会
18 ～ 19 日 昭和62年度留 学生交流研究協議会 授業分析室委員会
（ 於 ： 山 口 大学 ） 4 ～ 5 日 日 本教育大学協 会北陸地区家庭科部 門研究
19 日 第27 回 国 立短期 大学協 会定期総会 協 議会 （ 於 ： 新 潟 大 学 ）
（ 於 ： 霞 ヶ 関 ビ ル ） 5 日 日 本教育大学協 会評議員 会
国立大学協 会 第47 回 事務連絡会議 （ 於 ： 東 京 都 ）
（ 於 ： 国立教育会館 ） 1 1 ～ 1 2 日 昭 和62年度春季全国 国立大学教育 学部長会
22 日 予算配分方針説明 議 （ 於 ： 松 山 市 ）
第 4 回補導協 議会 1 3 日 附属教育実践研究指導セ ン タ ー セ ミ ナー
23 日 第 1 回 国 際交 流委員 会 1 7 日 学部教務委員 会
昭和62年度 第 3 回 入学試験管理委員 会 ・ 第 学部補 導 委 員 会
2 回 入学者選抜方法研究委員 会 の 合 同 委員 会 教授会
25 日 昭和62年度北陸地区国立学校事務電算化協 人 事教授会
議会 （ 於 ： 金沢大学 ） 1 9 日 附属 中 学校教育研究協議会
25 ～ 26 日 昭和62年 度 国 立 大学入試課長 ・ 入学主管連 25 日 紀要編 集 委 員 会
絡協議会 （ 於 ： l 番町 グ リ ー ン パ レ ス ） 全 国 国立大学附属 学校連盟常任理事会
26 日 第 4 回評議会 （ 於 ： 東京都 ）
部局 長 懇談会
29 日 第 1 回休育施設運営協議会
30 日 昭和62年度 東 海 ・ 北陸地区 国 立 大学学生部
次長 ・ 課長会議 （ 於 ： 名 古 屋大学 ）
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6 月 3 日 学部図書委 員 会
4 日 X 線間接撮影
10 日 学部教務委員 会
人事教授会
教授会
1 2 日 親睦会幹事会
15 日 日 本 海経済研究所運営委員 会
17 日 改組経過報告書作成委員会
1 8 日 学部職業補導委員 会
1 9 日 コ ン ビ ュ ー タ 管理運営委員 会
22 日 学部将来構想検討委員 会
24 日 学部教務委員 会
教授会
各種委員 選考委員 会
30 日 X 線直接撮影
理 学
6 月 3 日 真率会役員 会
4 ～ 5 日 X 線間接撮影
8 日 事務連絡会
17 日 教授会
人事教授会
工 品比号一
町一
6 月 3 日 北陸信越工業教育協会 富 山 県 支部幹事会
4 ～ 5 日 定期 X 線 間 接撮影
1 1 ～ 12 日 第25回 中 部 圏 国立大学工学系事務協議会
（ 於 ： 名 古 屋大学）
18 日 学科主任会議
24 ～ 25 日 北陸信越工業教育協 会理事会 ・ 評議 員 会並
び に 通常総会 （ 於 ： 新潟大学）
北陸信 越工学部長 懇談会 （ 於 ： 新潟 大 学 ）
30 日 学科主任会議 ・ 学部改革検討委 員 会 合 同 会
議
報 第284号
教 養 部
6 月 3 日 将 来計画 委 員 会
10 日 推薦委 員 会
人事教授会
教授会
1 7 日 視聴覚教育委員 会
23 日 視聴覚教育 委員 会
24 日 教授会
25 日 親和会総会
6 月 2 日 第 1 回 附属 図書館商議会
4 ～ 5 日 X 線間 接撮影
5 日 係長事務打合せ
15 日 ワ ー キ ン グ グルー プ と 富士通 S E と の打合
せ
26 日 情報処理セ ン タ ー ・ 図書館 ・ 富士通 S E と
の打合せ
30 日 学術情報 シ ス テ ム 特別 委 員 会 ネ ッ ト ワ ー ク
専 門 委 員 会 （ 於 ： 群 馬 県 ・ 草津セ ミ ナ ー ハ
ウ ス ）
保健管理セ ン タ ー
6 月 4 日 定期胸 部 X 線間接撮影
（ 各学 部 男子学生， 職 員 男 子 ）
5 日 定期胸部 X 線間接撮影
（ 教養部女子学生， 職 員 女子 ）
8 日 定期胸 部 X 線 間 接撮影 （ 教養部女子学生 ）
9 日 定期胸 部 X 線間接撮影 （ 教養部 男 子学生 ）
10 日 定期健康診断
（ 教養 部 2 年生， 人文学部及 び理学部 4 年
生 ）
1 1 日 定期胸 部 X 線間接撮 影 （ 教養部男子 ）
15～ 17 日 定期胸 部 X 線間接撮影 （ 再受 診 ）
1 6 日 学生相 談 員 懇談会
22 日 健康相談 （ 耳鼻 科 ）
24 日 健康 の 集 い ， 内 科精密検査
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（ 定期健康診断有所 見 者 ）
25 日 健康相談 （ 眼科 ） ， 定期健康診断
（ 人文学部及 び理学部 4 年生 ）
25 ～ 26 日 定期胸部 X 線間接撮影 （ 再受 診 ）
26 日 定期健康診断（ 経営短期 大学部 ）
30 日 胸 部 X 線直接撮影（ 要精検者 ）
卜 リ チ ウ ム科学セ ン タ ー ｜
6 月 4 日 昭和62年度第 2 回 富 山 大学 ト リ チ ウ ム 科学
セ ン タ ー運営委 員 会
19 日 ト リ チ ウ ム漏 洩避難訓 練
（ ト リ チ ウ ム 科学セ ン タ ー ）
6 月 19 日 国立短期大学協 会定期総会
（ 於 ： 霞 ヶ 関 ビ ル プ ラ ザホ ー ル ）
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編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 
印刷所
あ け ぼ の 企 画 株 式 会 社
富 山 市住吉町 1 丁 目 5 18 
電 話 （ 24 ) 1 7 5 5 附
